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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し
、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る コ ン
バ イ ン に お い て 、
供 給 口 側 に 位 置 す る 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 外 周 面 に は 線 材 扱 歯 を 突 設 す る と 共 に 、 同 始 端 部
の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し 、 軸 流 扱 胴 の 残 余 部 の 外 周 面 に は を 突 設 し た こ
と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ２ 】 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し
、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る コ ン
バ イ ン に お い て 、
軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 突 設 す る と 共 に 、 同 軸 流 扱 胴 の 上
方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ３ 】 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し
、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る コ ン
バ イ ン に お い て 、
軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 螺 旋 状 の を 突 設 し 、 同 に 多 数 の 扱 歯 を 螺 旋 方 向 に 間 隔 を
開 け て 突 設 す る と 共 に 、 供 給 口 側 に 位 置 す る の 部 分 は 扱 歯 間 に お い て 周 縁 に そ っ て
漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 形 成 し て 、 穀 稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 の 接 触 面 が 大 き く な る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ４ 】 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し
、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る コ ン
バ イ ン に お い て 、
軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 螺 旋 状 に 突 設 し た こ と を 特 徴 と す
る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ５ 】 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し
、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る コ ン
バ イ ン に お い て 、
軸 流 扱 胴 の 周 側 方 に リ ー ド 体 を 配 設 す る と 共 に 、 同 リ ー ド 体 は 軸 流 扱 胴 か ら 離 隔 す る 方 向
に 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 回 動 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ６ 】 リ ー ド 体 の 回 動 量 を 検 出 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の コ ン バ
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イ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 コ ン バ イ ン に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 コ ン バ イ ン の 一 形 態 と し て 、 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方
向 に ス ク リ ュ ー 式 の 軸 流 扱 胴 を 配 置 し 、 同 軸 流 扱 胴 の 下 方 に 受 網 を 配 置 し て 、 同 軸 流 扱 胴
の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る と 共 に 、 受 網 を 通
し て 穀 粒 を 流 下 さ せ る よ う に し た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 ス ク リ ュ ー 式 の 軸 流 扱 胴 は 、 扱 胴 本 体 の 外 周 面 に 全 長 に わ た っ て 螺 旋 状 の 案 内 体
を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 記 し た コ ン バ イ ン は 、 未 だ 、 以 下 の よ う 課 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
(1)案 内 体 は 、 穀 稈 を 軸 流 扱 胴 の 軸 線 方 向 へ 移 送 す る 作 用 は 強 い が 、 供 給 口 を 通 し て 供 給
さ れ る 穀 桿 を 略 直 交 す る 方 向 に 引 き 込 む （ 取 り 込 む ） 作 用 が 弱 い た め に 、 同 供 給 口 の 近 傍
で 穀 稈 が 滞 留 し 、 脱 穀 効 率 が 良 く な い と い う 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
(2)供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る と 、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な り 、 案 内 体 の 外 周 面 で 穀 桿 が
圧 縮 さ れ る と 共 に 、 同 穀 稈 が 受 網 か ら 受 け る 摩 擦 が 大 き く な っ て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 が
大 き く な る と い う 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
(3)軸 流 扱 胴 の 周 側 方 と 上 方 は 扱 室 の 側 壁 と 天 井 壁 と に よ り 覆 っ て い る が 、 同 側 壁 と 天 井
壁 と で 形 成 さ れ る 隅 部 で は 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 と の 間 に 大 き な 空 隙 部 が 形 成 さ れ て 、 軸 流
扱 胴 の 外 周 面 に 突 設 し た 扱 歯 と 穀 桿 と の 接 触 頻 度 が 低 く な っ て 、 そ の 個 所 に お け る 脱 粒 作
用 が 低 く な っ て い る と い う 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ こ で 、 本 発 明 で は 、 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴
を 配 置 し 、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て 軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀
す る コ ン バ イ ン に お い て 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 外 周 面 に は 線 材 扱 歯 を
突 設 す る と 共 に 、 同 始 端 部 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し 、 軸 流 扱 胴 の 残 余 部 の 外 周 面 に は 螺
旋 状 の 案 内 体 を 突 設 し た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 次 の 構 成 に も 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
(1)軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 突 設 す る と 共 に 、 同 軸 流 扱 胴
の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し た こ と 。
【 ０ ０ １ １ 】
(2)軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 螺 旋 状 の 案 内 体 を 突 設 し 、 同 案 内 体 に 多 数 の 扱 歯 を 螺 旋 方 向 に 間
隔 を 開 け て 突 設 す る と 共 に 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 案 内 体 の 部 分 は 扱 歯 間 に お い て 周 縁 に そ
っ て 漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 形 成 し て 、 穀 稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 の 接 触 面 が 大 き く な る よ
う に し た こ と 。
【 ０ ０ １ ２ 】
(3)軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 螺 旋 状 に 突 設 し た こ と 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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(4)軸 流 扱 胴 の 周 側 方 に リ ー ド 体 を 配 設 す る と 共 に 、 同 リ ー ド 体 は 軸 流 扱 胴 か ら 離 隔 す る
方 向 に 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 回 動 自 在 と し た こ と 。
【 ０ ０ １ ４ 】
(5)リ ー ド 体 の 回 動 量 を 検 出 可 能 と し た こ と 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る コ ン バ イ ン は 、 基 本 的 構 造 と し て 、 供 給 口 を 通 し て 穀 桿 が 供 給 さ
れ る 方 向 と 略 直 交 す る 方 向 に 軸 流 扱 胴 を 配 置 し 、 同 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 か ら 終 端 部 へ 向 け て
軸 線 方 向 に 穀 桿 を 移 送 さ せ な が ら 脱 穀 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 特 徴 的 構 造 と し て 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 外 周 面 に は 線 材 扱 歯
を 突 設 す る と 共 に 、 同 始 端 部 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し 、 軸 流 扱 胴 の 残 余 部 の 外 周 面 に は
螺 旋 状 の 案 内 体 を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 突 設 す る と 共 に
、 同 軸 流 扱 胴 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し た こ と 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 螺 旋 状 の 案 内 体 を 突
設 し 、 同 案 内 体 に 多 数 の 扱 歯 を 螺 旋 方 向 に 間 隔 を 開 け て 突 設 す る と 共 に 、 供 給 口 側 に 位 置
す る 案 内 体 の 部 分 は 扱 歯 間 に お い て 周 縁 に そ っ て 漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 形 成 し て 、 穀
稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 の 接 触 面 が 大 き く な る よ う に し た こ と 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に
わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 螺 旋 状 に 突 設 し た こ と 、 軸 流 扱 胴 の 周 側 方 に リ ー ド 体 を 配 設 す
る と 共 に 、 同 リ ー ド 体 は 軸 流 扱 胴 か ら 離 隔 す る 方 向 に 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 回 動 自 在 と し 、
同 リ ー ド 体 の 回 動 量 を 検 出 可 能 と し た こ と に も 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る コ ン バ イ ン １ と し て の 汎 用 コ ン バ イ ン を 示 し て お り 、 同 コ
ン バ イ ン １ は 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 下 部 に 左 右 一 対 の ク ロ ー ラ 式 の 走 行 部 3,3を 配 設 す る と
共 に 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 端 部 に 刈 取 部 ４ を 搬 送 部 ５ を 介 し て 昇 降 自 在 に 取 り 付 け 、 同 搬
送 部 ５ の 直 後 方 位 置 に 脱 穀 部 ６ を 配 設 し 、 同 脱 穀 部 ６ の 直 下 方 位 置 に 揺 動 選 別 部 ７ を 配 設
す る 一 方 、 同 揺 動 選 別 部 ７ の 後 方 上 部 で あ っ て 、 脱 穀 部 ６ の 直 後 方 位 置 に 排 藁 処 理 部 ８ を
配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 コ ン バ イ ン １ は 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 部 で あ っ て 、 搬 送 部 ５ の 直 上 方 位 置 に 運 転 部
９ を 配 設 し 、 同 運 転 部 ９ の 直 後 方 位 置 で あ っ て 、 脱 穀 部 ６ の 直 上 方 位 置 に 穀 粒 貯 留 部 10を
配 設 し 、 更 に は 、 同 穀 粒 貯 留 部 10の 直 後 方 位 置 に 原 動 機 部 11を 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 に 、 コ ン バ イ ン １ の 各 部 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 走 行 部 〕
走 行 部 ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 下 部 に 走 行 フ レ ー ム 12を 取 付 け 、 同 走
行 フ レ ー ム 12の 前 端 部 に 駆 動 輪 14を 連 動 連 結 す る 一 方 、 走 行 フ レ ー ム 12の 後 端 部 に 遊 動 輪
15を 回 転 自 在 に 軸 支 し 、 こ れ ら 駆 動 輪 14と 遊 動 輪 15と の 間 に 履 帯 16を 巻 回 し て お り 、 同 駆
動 輪 14に は 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 部 に 配 置 し て 原 動 機 部 11に 連 動 連 結 し た ミ ッ シ ョ ン 13に
連 動 連 結 し て い る 。 図 中 、 17は 転 動 輪 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
〔 刈 取 部 〕
刈 取 部 ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 搬 送 部 ５ の 先 端 部 に プ ラ ッ ト ホ ー ム 18を 連 設 し 、 同 プ ラ
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ッ ト ホ ー ム 18内 に 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け た 横 送 り オ ー ガ 19を 回 動 可 能 に 横 架 し 、 同 横 送 り
オ ー ガ 19の 直 前 方 位 置 に 刈 刃 装 置 20を 横 架 し 、 同 刈 刃 装 置 20の 直 前 方 位 置 に デ ィ バ イ ダ ー
21を 配 置 し 、 同 デ ィ バ イ ダ ー 21の 上 方 位 置 に 掻 き 込 み リ ー ル 22を 昇 降 機 構 23を 介 し て 配 置
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に し て 、 圃 場 に 植 立 し た 穀 桿 を 掻 き 込 み リ ー ル 22に よ り 掻 き 込 む と 共 に 、 刈 刃 装
置 20に よ り 穀 桿 の 根 元 部 分 を 刈 り 取 り 、 そ の 後 、 横 送 り オ ー ガ 19に よ り 同 横 送 り オ ー ガ 19
の 略 中 央 部 に 刈 り 取 っ た 穀 桿 を 寄 せ 集 め て 、 後 方 の 搬 送 部 ５ へ 受 け 渡 す よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
〔 搬 送 部 〕
搬 送 部 ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 端 部 に 前 後 方 向 に 伸 延 す る フ ィ ー ダ
ハ ウ ス 24を 上 下 回 動 自 在 に 取 り 付 け 、 同 フ ィ ー ダ ハ ウ ス 24の 内 部 に 搬 送 コ ン ベ ア 25を 配 設
す る 一 方 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 端 上 部 に 前 部 搬 送 ビ ー タ 26を 回 動 可 能 に 横 架 し て い る 。 図
中 、 27は 、 フ ィ ー ダ ハ ウ ス 24を 昇 降 さ せ る 昇 降 用 油 圧 シ リ ン ダ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に し て 、 刈 取 部 ４ の 横 送 り オ ー ガ 19に よ り 寄 せ 集 め ら れ た 穀 桿 を 搬 送 コ ン ベ ア 25
と 前 部 搬 送 ビ ー タ 26と で 後 方 の 脱 穀 部 ６ へ 搬 送 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 脱 穀 部 〕
脱 穀 部 ６ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 搬 送 部 ５ の 直 後 方 位 置 に 扱 室 32を 形 成 し 、 同 扱 室
32の 内 部 に 略 同 一 外 径 を 有 す る 円 筒 状 の 第 1軸 流 扱 胴 28と 第 2軸 流 扱 胴 29と を 、 そ れ ぞ れ 回
動 軸 線 を 左 右 幅 方 向 に 向 け た 状 態 に て 前 後 に 間 隔 を 開 け て 配 設 し 、 各 軸 流 扱 胴 28,29の 直
下 方 位 置 に 受 網 30,31を 配 設 し て い る 。 80,81は そ れ ぞ れ 扱 胴 支 軸 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 扱 室 32に は 、 左 側 前 部 に 搬 送 部 ５ と 連 通 す る 供 給 口 33を 形 成 し 、 ま た 、 右 側 中 途
部 に 第 １ 軸 流 扱 胴 28か ら 第 ２ 軸 流 扱 胴 29へ 穀 稈 を 中 継 す る 中 継 口 34を 形 成 し 、 ま た 、 左 側
後 部 に 排 藁 を 排 藁 処 理 部 ８ へ 排 出 す る 排 出 口 35を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に し て 、 搬 送 部 ５ に よ っ て 供 給 口 33を 通 し て 供 給 さ れ た 穀 桿 は 、 第 1軸 流 扱 胴 28
の 作 用 に よ っ て 第 1軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 で あ る 左 側 端 部 か ら 終 端 部 で あ る 右 側 端 部 へ 移 送
さ れ な が ら 脱 穀 処 理 さ れ 、 そ の 後 、 中 継 口 34を 通 し て 第 ２ 軸 流 扱 胴 29側 に 中 継 さ れ た 穀 稈
は 、 同 第 ２ 軸 流 扱 胴 29の 作 用 に よ っ て 第 ２ 軸 流 扱 胴 29の 始 端 部 で あ る 右 側 端 部 か ら 終 端 部
で あ る 左 側 端 部 へ 移 送 さ れ な が ら 脱 穀 処 理 さ れ て 、 穀 粒 は 自 重 に よ り 各 受 網 30,31を 通 過
し て 下 方 の 揺 動 選 別 部 ７ へ 落 下 す る 一 方 、 排 藁 は 排 出 口 35を 通 し て 後 方 の 排 藁 処 理 部 ８ へ
移 送 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ こ で 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 径 と 第 ２ 軸 流 扱 胴 29の 外 径 は 略 同 一 径 と し て 、 第 ２ 軸 流 扱 胴
29で の 脱 穀 処 理 面 積 を 大 き く し て 、 脱 穀 処 理 を 円 滑 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 揺 動 選 別 部 〕
揺 動 選 別 部 ７ は 、 図 1及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 1軸 流 扱 胴 28と 第 2軸 流 扱 胴 29の 直 下 方 位
置 に 揺 動 体 37を 揺 動 機 構 38を 介 し て 上 下 方 向 に 揺 動 可 能 に 配 設 し て い る 。 39は 、 左 右 方 向
に 伸 延 し て 一 番 穀 粒 を 受 け る 一 番 穀 粒 受 樋 、 40は 、 左 右 方 向 に 伸 延 し て 二 番 穀 粒 を 受 け る
二 番 穀 粒 受 樋 、 41は 唐 箕 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 一 番 穀 粒 受 樋 39内 に は 左 右 方 向 に 伸 延 す る 一 番 穀 粒 搬 送 コ ン ベ ア 43を 配 置 し 、 同 一
番 穀 粒 搬 送 コ ン ベ ア 43の 左 側 端 部 に 上 下 方 向 に 伸 延 す る 揚 穀 コ ン ベ ア 44の 下 端 部 を 連 設 す
る 一 方 、 同 揚 穀 コ ン ベ ア 44の 上 端 部 を 前 記 し た 穀 粒 貯 留 部 10に 連 設 し て 、 一 番 穀 粒 受 樋 39
内 の 一 番 穀 粒 を 一 番 穀 粒 搬 送 コ ン ベ ア 43→ 揚 穀 コ ン ベ ア 44→ 穀 粒 貯 留 部 10へ 搬 送 す る よ う
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に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 二 番 穀 粒 受 樋 40内 に は 左 右 方 向 に 伸 延 す る 二 番 搬 送 コ ン ベ ア 45を 配 置 し 、 同 二 番
搬 送 コ ン ベ ア 45の 左 側 端 部 に 前 後 方 向 に 伸 延 す る 還 元 コ ン ベ ア （ 図 示 せ ず ） の 後 端 部 を 連
設 す る 一 方 、 同 還 元 コ ン ベ ア の 前 端 部 を 前 記 し た 扱 室 32に 連 設 し て 、 二 番 穀 粒 受 樋 40内 の
二 番 穀 粒 を 扱 室 32に 還 元 し て 、 再 度 脱 穀 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
〔 排 藁 処 理 部 〕
排 藁 処 理 部 ８ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 脱 穀 部 ６ の 第 ２ 軸 流 扱 胴 29の 直 後 方 位 置 に 後 部 搬 送
ビ ー タ 47を 配 設 し 、 同 後 部 搬 送 ビ ー タ 47の 後 方 位 置 に 排 藁 カ ッ タ ー 48を 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ し て 、 脱 穀 部 ６ で 脱 穀 処 理 さ れ た 後 の 排 藁 を 後 部 搬 送 ビ ー タ 47の 搬 送 作 用 に よ っ て 排 藁
カ ッ タ ー 48へ 搬 送 し 、 同 排 藁 カ ッ タ ー 48に よ り 排 藁 を 細 断 し た 後 に 、 機 体 の 外 部 へ 排 出 す
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
〔 運 転 部 〕
運 転 部 ９ は 、 機 体 フ レ ー ム ２ の 前 端 中 央 上 部 に 略 矩 形 箱 型 状 の キ ャ ビ ン 50を 配 設 し 、 同 キ
ャ ビ ン 50内 の 平 面 視 中 央 後 部 に 座 席 51を 配 設 し 、 同 座 席 51の 前 方 位 置 に フ ロ ン ト コ ラ ム 52
を 配 設 し 、 同 フ ロ ン ト コ ラ ム 52の 上 端 部 に ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル 53と 変 速 レ バ ー 54と を 設
け て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 穀 粒 貯 留 部 〕
穀 粒 貯 留 部 10は 、 前 記 し た 脱 穀 部 ６ に 設 け た 第 1軸 流 扱 胴 28と 第 2軸 流 扱 胴 29の 直 上 方 位 置
に グ レ ン タ ン ク 55を 配 設 し 、 同 グ レ ン タ ン ク 55に 前 記 し た 揺 動 選 別 部 ７ に 設 け た 一 番 穀 粒
受 樋 39を 揚 穀 コ ン ベ ア 44を 介 し て 連 通 連 結 す る と 共 に 、 グ レ ン タ ン ク 55内 の 右 側 下 部 に 横
搬 出 用 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア 56を 前 後 方 向 に 軸 線 を 向 け て 横 架 し 、 同 横 搬 出 用 ス ク リ ュ ー コ
ン ベ ア 56の 後 端 部 に 下 端 部 を 連 通 連 結 し た 縦 搬 出 用 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア 57を 原 動 機 部 11の
右 側 方 位 置 に て 上 下 方 向 に 軸 線 を 向 け て 配 置 し 、 同 縦 搬 送 用 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア 57の 上 端
部 に 後 端 部 を 連 通 連 結 し た 排 出 オ ー ガ 58を 前 方 へ 向 け て 伸 延 さ せ 、 か つ 、 後 端 部 を 中 心 に
旋 回 及 び 上 下 回 動 自 在 と し て い る 。 58aは 、 排 出 オ ー ガ 58の 排 出 口 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の よ う に し て 、 揺 動 選 別 部 ７ に よ っ て 選 別 さ れ た 一 番 穀 粒 を 揚 穀 コ ン ベ ア 44を 介 し て グ
レ ン タ ン ク 55内 に 搬 送 し て 、 同 グ レ ン タ ン ク 55内 に 貯 留 可 能 と す る 一 方 、 同 グ レ ン タ ン ク
55内 に 貯 留 し て い る 一 番 穀 粒 は 、 横 搬 出 用 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア 56→ 縦 搬 出 用 ス ク リ ュ ー コ
ン ベ ア 57→ 排 出 オ ー ガ 58を 通 し て 排 出 口 58aよ り 機 体 の 外 部 に 排 出 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 原 動 機 部 〕
原 動 機 部 11は 、 機 体 の 上 側 後 部 に エ ン ジ ン Ｅ を 配 設 し 、 同 エ ン ジ ン Ｅ を 刈 刃 装 置 20や ミ ッ
シ ョ ン 13等 の 各 動 力 機 構 部 に 伝 動 機 構 （ 図 示 省 略 ） を 介 し て 連 動 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ し て 、 エ ン ジ ン Ｅ を 駆 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 各 動 力 機 構 部 が 連 動 し て 作 動 す る よ う に
し て い る 。 59は ボ ン ネ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 の よ う な 構 成 に お い て 、 本 発 明 の 要 旨 は 、 脱 穀 部 ６ の 構 成 に あ り 、 以 下 に 実 施 例 毎 に
図 ４ ～ 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
〔 第 １ 実 施 例 〕
第 １ 実 施 例 で は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 供 給 口 33側 に 位 置 す る 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始
端 部 28aの 外 周 面 に は 線 材 扱 歯 60を 突 設 す る と 共 に 、 同 始 端 部 28aの 上 方 に は 送 塵 弁 61を 配
設 し 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 残 余 部 28bの 外 周 面 に は 螺 旋 状 の 案 内 体 62を 突 設 し て い る 。 63は
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、 案 内 体 62の 周 縁 部 に 突 設 し た 扱 歯 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
そ し て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aの 上 方 に 位 置 す る 扱 室 32の 天 井 部 64に は 、 上 方 へ 凸
状 の 送 塵 弁 配 設 空 間 65を 形 成 し て 、 同 送 塵 弁 配 設 空 間 65内 に 大 型 か つ 固 定 式 の 送 塵 弁 61を
配 設 し て お り 、 同 排 塵 弁 61は 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aの 上 方 に お い て 、 右 側 端 61aを
前 方 に 位 置 さ せ る と 共 に 、 左 側 端 61bを 後 方 に 位 置 さ せ て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 軸 線 に 対 し
て 交 差 状 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 残 余 部 28bの 上 方 に 位 置 す る 扱 室 32の 天 井 部 64に は 、 小 型 か つ 可
動 式 の 複 数 の 送 塵 弁 66を 左 右 方 向 に 間 隔 を 開 け て 取 り 付 け て お り 、 各 送 塵 弁 66は 、 天 井 部
64に 上 下 方 向 に 軸 線 を 向 け た 回 動 軸 67を 介 し て 回 動 調 節 自 在 に 取 り 付 け て 、 同 送 塵 弁 66の
送 塵 姿 勢 を 調 節 可 能 と し て い る 。 68は 送 塵 弁 66同 士 を 連 動 連 結 す る 連 動 連 結 片 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に し て 、 供 給 口 33側 に 位 置 す る 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aの 外 周 面 に は 案 内 体 6
2を 設 け る こ と な く 線 材 扱 歯 60を 突 設 す る こ と に よ り 、 同 線 材 扱 歯 60に よ る 第 １ 軸 流 扱 胴 2
8へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く し て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 60は 穀 桿 と の 接 触 面 積 （ 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 か ら の 突 出 幅 ） が 大 き
い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た
め 、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 2 8の 始 端 部 28aに は 案 内 体 62
を 設 け て い な い た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 30か ら 受 け
る 摩 擦 が 小 さ く な っ て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aの 上 方 位 置 に は 大 型 の 送 塵 弁 61を 、 右 側 端 61aが 前 方 に
位 置 す る と 共 に 、 左 側 端 61bが 後 方 に 位 置 し て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 軸 線 に 対 し て 交 差 状 に
配 置 し て い る た め 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aの 外 周 面 に 取 り 込 ま れ た 穀 桿 を 、 か か る
送 塵 弁 61に よ り 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と
が で き て 、 穀 稈 の 詰 ま り 現 象 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
〔 第 ２ 実 施 例 〕
第 ２ 実 施 例 で は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ
て 多 数 の 線 材 扱 歯 60を 突 設 す る と 共 に 、 同 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 上 方 に は 、 前 記 第 １ 実 施 例 の
場 合 と 同 様 に 送 塵 弁 61,66を 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の よ う に し て 、 案 内 体 62を 設 け る こ と な く 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て
多 数 の 線 材 扱 歯 60を 突 設 す る こ と に よ り 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く
し て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 60は 穀 桿 と の 接 触 面 積 が 大 き い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き 、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た
め 、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aに は 案 内 体 62
を 設 け て い な い た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 30か ら 受 け
る 摩 擦 が 小 さ く な っ て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 上 方 に は 送 塵 弁 61,66を 配 設 し て い る た め 、 同 送 塵 弁 61,66に よ り
穀 桿 を 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て
、 穀 稈 の 詰 ま り 現 象 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
〔 第 ３ 実 施 例 〕
第 ３ 実 施 例 で は 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に 螺 旋 状 の 案 内 体
62を 突 設 し 、 同 案 内 体 62に 多 数 の 扱 歯 63を 螺 旋 方 向 に 間 隔 を 開 け て 突 設 す る と 共 に 、 供 給
口 33側 に 位 置 す る 一 定 幅 Ｗ の 案 内 体 62の 部 分 は 、 扱 歯 63,63間 に お い て 周 縁 に そ っ て 第 １
軸 流 扱 胴 28の 回 転 方 向 ａ と は 反 対 方 向 に 漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 傾 斜 縁 部 62aを 形 成 し
て 、 穀 稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 63の 接 触 面 Ｓ が 大 き く な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の よ う に し て 、 供 給 口 33側 に 位 置 す る 一 定 幅 Ｗ の 案 内 体 62の 部 分 は 、 扱 歯 63,63間 に お
い て 周 縁 に そ っ て 漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 傾 斜 さ せ て 形 成 す る こ と に よ り 、 案 内 体 62が
穀 稈 と 接 触 す る 外 周 面 の 面 積 を 削 減 し て 、 同 案 内 体 62の 外 周 面 が 穀 稈 を 圧 縮 す る 作 用 力 を
低 減 さ せ る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 30か ら 受 け る 摩 擦 が 小 さ く な っ て 、 第 １ 軸
流 扱 胴 28の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
し か も 、 穀 稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 63の 接 触 面 Ｓ が 大 き く な る よ う に し て い る た め 、 第 １ 軸 流
扱 胴 28へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く す る こ と が で き て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
〔 第 ４ 実 施 例 〕
第 ４ 実 施 例 で は 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に 全 長 に わ た
っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 60を 螺 旋 状 に 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の よ う に し て 、 案 内 体 62を 設 け る こ と な く 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て
多 数 の 線 材 扱 歯 60を 突 設 す る こ と に よ り 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く
し て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 60は 穀 桿 と の 接 触 面 積 が 大 き い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き 、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 33の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た
め 、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 始 端 部 28aに は 案 内 体 62
を 設 け て い な い た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 か ら 受 け る
摩 擦 が 小 さ く な っ て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 多 数 の 線 材 扱 歯 60を 螺 旋 状 に 突 設 し て い る た め 、 か か る 螺 旋 状 の 線 材 扱 歯 60に よ り
穀 桿 を 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て
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、 穀 稈 の 詰 ま り 現 象 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
〔 第 ５ 実 施 例 〕
第 ５ 実 施 例 で は 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 周 側 方 に リ ー ド 体 70
を 配 設 す る と 共 に 、 同 リ ー ド 体 70は 第 １ 軸 流 扱 胴 28か ら 離 隔 す る 方 向 に 弾 性 付 勢 力 に 抗 し
て 回 動 自 在 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ こ で 、 天 井 部 64は 、 平 坦 な 天 井 壁 64aと 前 低 後 高 に 傾 斜 し た 前 壁 64bと 前 高 後 低 に 傾 斜 し
た 後 壁 64cと を 具 備 し て お り 、 か か る 天 井 部 64に よ り 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 上 部 を 被 覆 し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
そ し て 、 前 壁 64bと 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 と の 間 に は 、 大 き な 空 隙 部 71が 形 成 さ れ て お
り 、 前 記 し た リ ー ド 体 70は 前 壁 64bに 取 り 付 け て 、 空 隙 部 71中 に 垂 設 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
す な わ ち 、 リ ー ド 体 70は 、 前 壁 64bに 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け て 取 り 付 け た 支 軸 72に 、 四 角
形 板 状 に 形 成 し た リ ー ド 体 本 体 73の 上 端 縁 部 を ボ ス 部 75を 介 し て 枢 支 し 、 同 リ ー ド 体 本 体
73の 上 端 部 と 支 軸 72と の 間 に 弾 性 付 勢 体 と し て の コ イ ル ス プ リ ン グ 76を 介 設 し て 、 同 リ ー
ド 体 本 体 73の 下 端 部 を 第 １ 軸 流 扱 胴 28側 に 弾 性 付 勢 力 に よ り 回 動 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
こ の よ う に し て 、 リ ー ド 体 本 体 73に よ り 空 隙 部 71を 狭 め て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に 沿
っ て 移 送 さ れ る 穀 稈 と 扱 歯 63と の 接 触 頻 度 を リ ー ド 体 本 体 73に よ り 高 め る こ と が で き 、 脱
粒 作 用 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て 、 脱 粒 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ｂ は 、 リ ー
ド 体 本 体 73を 介 し た 穀 稈 の 流 れ 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
そ し て 、 藁 屑 中 に 混 在 す る 穀 粒 の 分 離 作 用 も 向 上 し 、 受 網 30へ の 漏 下 を 促 進 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ま た 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 外 周 面 に 設 け た 案 内 体 62間 に 穀 稈 が 移 動 し 易 く な り 、 移 送 性 を 向
上 さ せ る こ と が で き て 、 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ こ で 、 リ ー ド 体 70の ボ ス 部 75に は ポ テ ン シ ョ メ ー タ 等 の 回 動 量 検 出 セ ン サ 78を 取 り 付 け
て 、 同 回 動 量 検 出 セ ン サ 78に よ り リ ー ド 体 本 体 73の 回 動 量 を 検 出 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ の よ う に し て 、 穀 粒 の 流 量 の 増 減 に 伴 い 、 リ ー ド 体 70の 回 動 量 を 検 出 す る こ と が で き る
よ う に し て 、 流 量 セ ン サ と し て も 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
従 っ て 、 リ ー ド 体 70に よ り 穀 粒 の 流 量 を 検 出 す る よ う に し て 、 同 リ ー ド 体 70が 、 あ ら か じ
め 設 定 し た 異 常 流 量 を 検 出 し た 場 合 に は 、 オ ペ レ ー タ に 異 常 事 態 の 発 生 を 警 報 す る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
な お 、 第 １ 実 施 例 ～ 第 ５ 実 施 例 で は 、 脱 穀 部 ６ の 第 １ 軸 流 扱 胴 28の 構 造 に つ い て 説 明 し て
き た が 、 第 ２ 軸 流 扱 胴 29の 構 造 も 同 様 に 構 成 す る こ と が で き る も の で あ り 、 第 ２ 軸 流 扱 胴
29で は 、 右 側 端 部 が 始 端 部 と な り 、 左 側 端 部 が 終 端 部 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
(1)請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 で は 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 外 周 面 に は 線 材
扱 歯 を 突 設 す る と 共 に 、 同 始 端 部 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し 、 軸 流 扱 胴 の 残 余 部 の 外 周 面
に は 、 螺 旋 状 の 案 内 体 を 突 設 し て い る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
こ の よ う に し て 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 外 周 面 に は 螺 旋 状 の 案 内 体 を 設
け る こ と な く 線 材 扱 歯 を 突 設 す る こ と に よ り 、 同 線 材 扱 歯 に よ る 軸 流 扱 胴 へ の 穀 稈 の 引 き
込 み 作 用 を 強 く し て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 は 穀 桿 と の 接 触 面 積 が 大 き い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た め
、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 に は 案 内 体 を 設 け て い な い
た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 か ら 受 け る 摩 擦 が 小 さ く な
っ て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し て い る た め 、 同 送 塵 弁 に よ り 穀 桿 を 軸
流 扱 胴 の 終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て 、 穀 稈 の 詰 ま り
現 象 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
(2)請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 で は 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を
突 設 す る と 共 に 、 同 軸 流 扱 胴 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
こ の よ う に し て 、 案 内 体 を 設 け る こ と な く 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線
材 扱 歯 を 突 設 す る こ と に よ り 、 軸 流 扱 胴 へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く し て 、 穀 稈 の 取 り
込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 は 穀 桿 と の 接 触 面 積 が 大 き い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た め
、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 に は 案 内 体 を 設 け て い な い
た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 か ら 受 け る 摩 擦 が 小 さ く な
っ て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
ま た 、 軸 流 扱 胴 の 上 方 に は 送 塵 弁 を 配 設 し て い る た め 、 同 送 塵 弁 に よ り 穀 桿 を 軸 流 扱 胴 の
終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て 、 穀 稈 の 詰 ま り 現 象 が 生
じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
(3)請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 で は 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 螺 旋 状 の 案 内 体 を 突 設 し 、 同 案 内 体
に 多 数 の 扱 歯 を 螺 旋 方 向 に 間 隔 を 開 け て 突 設 す る と 共 に 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 案 内 体 の 部
分 は 扱 歯 間 に お い て 周 縁 に そ っ て 漸 次 高 さ が 低 く な る よ う に 形 成 し て 、 穀 稈 に 接 触 す る 各
扱 歯 の 接 触 面 が 大 き く な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
こ の よ う に し て 、 供 給 口 側 に 位 置 す る 案 内 体 の 部 分 は 扱 歯 間 に お い て 周 縁 に そ っ て 漸 次 高
さ が 低 く な る よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 案 内 体 が 穀 稈 と 接 触 す る 外 周 面 の 面 積 を 削 減 し
て 、 同 案 内 体 の 外 周 面 が 穀 稈 を 圧 縮 す る 作 用 力 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 穀 稈
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が 受 網 か ら 受 け る 摩 擦 が 小 さ く な っ て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
し か も 、 穀 稈 に 接 触 す る 各 扱 歯 の 接 触 面 が 大 き く な る よ う に し て い る た め 、 軸 流 扱 胴 へ の
穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く す る こ と が で き て 、 穀 稈 の 取 り 込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
(4)請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 で は 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線 材 扱 歯 を 螺
旋 状 に 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
こ の よ う に し て 、 案 内 体 を 設 け る こ と な く 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に は 全 長 に わ た っ て 多 数 の 線
材 扱 歯 を 突 設 す る こ と に よ り 、 軸 流 扱 胴 へ の 穀 稈 の 引 き 込 み 作 用 を 強 く し て 、 穀 稈 の 取 り
込 み 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
そ の 結 果 、 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き て 、 脱 穀 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
し か も 、 線 材 扱 歯 は 穀 桿 と の 接 触 面 積 が 大 き い こ と か ら 、 脱 粒 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
、 こ の 点 か ら も 脱 穀 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
さ ら に は 、 上 記 し た よ う に 供 給 口 の 近 傍 で 穀 稈 が 滞 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き る た め
、 穀 稈 の 密 度 が 高 く な る こ と が な く 、 ま た 、 軸 流 扱 胴 の 始 端 部 に は 案 内 体 を 設 け て い な い
た め 、 穀 桿 を 圧 縮 す る こ と が な く な り 、 そ の 結 果 、 穀 稈 が 受 網 か ら 受 け る 摩 擦 が 小 さ く な
っ て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
ま た 、 多 数 の 線 材 扱 歯 を 螺 旋 状 に 突 設 し て い る た め 、 か か る 螺 旋 状 の 線 材 扱 歯 に よ り 穀 桿
を 軸 流 扱 胴 の 終 端 部 へ 向 け て 移 送 さ せ る 移 送 性 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て 、 穀 稈 の 詰
ま り 現 象 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
(5)請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 で は 、 軸 流 扱 胴 の 周 側 方 に リ ー ド 体 を 配 設 す る と 共 に 、 同 リ ー
ド 体 は 軸 流 扱 胴 か ら 離 隔 す る 方 向 に 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 回 動 自 在 と し て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
こ の よ う に し て 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 沿 っ て 移 送 さ れ る 穀 稈 と 扱 歯 と の 接 触 頻 度 を リ ー ド
体 を 介 し て 高 め る こ と が で き 、 脱 粒 作 用 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き て 、 脱 粒 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
そ し て 、 藁 屑 中 に 混 在 す る 穀 粒 の 分 離 作 用 も 向 上 し 、 受 網 へ の 漏 下 を 促 進 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
ま た 、 軸 流 扱 胴 の 外 周 面 に 設 け た 案 内 体 間 に 穀 稈 が 移 動 し 易 く な り 、 移 送 性 を 向 上 さ せ る
こ と が で き て 、 軸 流 扱 胴 の 回 動 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
(6)請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 で は 、 リ ー ド 体 の 回 動 量 を 検 出 可 能 と し て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
こ の よ う に し て 、 穀 粒 の 流 量 の 増 減 に 伴 い 、 リ ー ド 体 の 回 動 量 を 検 出 す る こ と が で き る よ
う に し て 、 流 量 セ ン サ と し て も 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
従 っ て 、 リ ー ド 体 に よ り 穀 粒 の 流 量 を 検 出 し て 、 脱 穀 効 率 を 良 好 に 確 保 す る こ と が で き る
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。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る コ ン バ イ ン の 一 部 切 欠 左 側 面 図 。
【 図 ２ 】 同 コ ン バ イ ン の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 脱 穀 部 と 揺 動 選 別 部 の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 例 と し て の 軸 流 扱 胴 の 背 面 図 。
【 図 ５ 】 同 軸 流 扱 胴 の 平 面 説 明 図 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 と し て の 軸 流 扱 胴 の 背 面 図 。
【 図 ７ 】 同 軸 流 扱 胴 の 平 面 説 明 図 。
【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 例 と し て の 軸 流 扱 胴 の 側 面 図 。
【 図 ９ 】 同 軸 流 扱 胴 の 平 面 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ 実 施 例 と し て の 軸 流 扱 胴 の 側 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 軸 流 扱 胴 の 平 面 説 明 図 。
【 図 １ ２ 】 第 ５ 実 施 例 と し て の 軸 流 扱 胴 の 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】 同 軸 流 扱 胴 の 平 面 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 コ ン バ イ ン
２ 　 機 体 フ レ ー ム
３ 　 走 行 部
４ 　 刈 取 部
５ 　 搬 送 部
６ 　 脱 穀 部
７ 　 揺 動 選 別 部
８ 　 排 藁 処 理 部
９ 　 運 転 部
10　 穀 粒 貯 留 部
11　 原 動 機 部
28　 第 １ 軸 流 扱 胴
29　 第 ２ 軸 流 扱 胴
32　 扱 室
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